
整理番号 17  

事 前 評 価 個 表 
 

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 令和８年度～令和 12 年度（５年間） 

事業実施地区名 
（都道府県名） 

（ながさきなんぶ） 
長崎南部森林計画区 

（長崎県） 
事業実施主体 

九州森林管理局 
長崎森林管理署 

事業の概要・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業は、長崎県の南部に位置する長崎市をはじめとする７市１町に所在する

約 12 千 ha の国有林野を対象としている。 

本計画区は、長崎半島、西彼杵
にしそのぎ

半島、島原
しまばら

半島からなり、その多くは雲仙
うんぜん

天草
あまくさ

国立公園、多良
た ら

岳
だけ

県立自然公園をはじめとする自然公園等であり、島原半島の中

央部には普
ふ

賢
げん

岳
だけ

の噴火により誕生し国指定の天然記念物に指定されたた平成
へいせい

新山
しんざん

が見られ、世界ジオパークにも認定されている。 

また、本計画区は、水源かん養保安林が約 70％に達し、下流域の水がめとして

重要な役割を担っているほか、渓谷、豊かな森林景観など豊富な観光資源に恵ま

れていることから、登山などの森林レクリエーションや保健休養の場として多く

の人に利用されている。 

森林の現況は、スギ、ヒノキを主とした針葉樹林約 5,100ha,クヌギ、カシ類等

の広葉樹林約 3,900ha、針広混交林約 1,700ha となっている。このうち、人工林

についてみると蓄積は約 168 万㎥、面積は約 5,700ha で 12 齢級をピークとして

主伐期とされる 10 齢級以上の割合が約 82％を占め、森林資源の本格的な利用期

を迎えている。 

これらのことから、多面的機能の持続的発揮を図ることができる多様な森林づ

くりのほか、適切な間伐や主伐後の確実な更新の実施など、森林整備の必要性は

一層増している。 

さらに、路網と高性能林業機械を組み合わせた低コストで効率的な作業システ

ム、伐採と造林の一貫作業システム、低密度植栽、コンテナ苗植栽、ＵＡＶ等の

導入などによる造林作業の省力化及び保育作業の低コスト化の取組を図りなが

ら、森林資源の持続的な利用を一層推進して、引き続き社会経済生活の向上とカ

ーボンニュートラルに寄与する「グリーン成長」の実現に向けて国有林の役割を

持続的に果たすことが求められる。 

本事業では、これまでの評価結果を踏まえ、地域の期待に応えるためにも広く、

地域の林業関係者等の意見を聞きながら、森林の有する公益的機能を持続的に発

揮するために必要な森林整備及びこれらを効率的に推進するための路網整備に

取り組む。 

加えて、花粉発生源対策の加速化を図るため、スギ人工林において伐採や花粉

の少ない苗木の植替えを優先的に実施する。 

 



・主な事業内容 森林整備 更新面積   195ha 

保育面積  3,252ha 

路網整備 開設延長   22.1km 

改良延長   17.2km 

 

・総事業費   3,610,043 千円（税抜き 3,281,857 千円） 

費用便益分析  総便益（B）  15,183,774 千円 

 

 総費用（C）   4,990,902 千円 

 

 分析結果（B/C）    3.04 

森林管理局事業評価 

技術検討会の意見 

事業実施地区において、新規要望箇所チェックリストに定められている必須

事項の評価内容を満たすとともに、優先配慮事項の事業の有効性や効率性が認

められる。 

評価結果  

 

 

 

 

・必要性： 本事業は、森林の有する多面的機能の持続的な発揮に資すること 

や、事業の実施を通じて生産された木材を安定供給することによ 

り、地域の林業・木材産業の振興にも寄与することから、事業の必 

要性が認められる。 

・効率性： 森林整備では、伐採造林一貫作業システム、低密度植栽及びコン 

テナ苗植栽等による低コストで効率的な作業システムの定着を図る 

こととしている。また、路網整備では森林整備実施個所へのアクセ 

スや木材運搬が非効率となっている箇所の整備を優先するなどによ 

りコスト縮減を図ることとしている。 

      これらについては、費用便益分析の結果からも事業の効率性が認 

められる。 

・有効性： 国有林の地域別の森林計画等に即した事業内容であり、地域の特 

性を踏まえた計画的な森林整備と路線選定により、森林の有する多 

面的機能の持続的な発揮が十分見込まれることから、事業の有効性 

が認められる。 

 

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用便益分析及び 

各視点からの評価を踏まえて総合的かつ、客観的に評価したところ、森林の重 

視するべき機能の区分に応じた適切な森林整備及び路網整備が効果的・効率的

に計画されていると認められる。 

 

 



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 長崎県

施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

水源涵養便益 洪水防止便益 4,375,942

流域貯水便益 954,030

水質浄化便益 4,075,320

山地保全便益 土砂流出防止便益 3,001,072

環境保全便益 炭素固定便益 708,388

木材生産等便益 木材生産経費縮減便益 15,229

木材利用増進便益 11,147

木材生産確保・増進便益 920,112

森林整備経費縮減等便益 森林整備促進便益 1,122,534

総　便　益    （Ｂ） 15,183,774

4,990,902

15,183,774

4,990,902

参考

22,866,746

6,175,801

28,755,577

7,024,476

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 3.04

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

森林環境保全整備事業（国有林）

長崎南部森林計画区（長崎森林管理署）

大　区　分 備　　　　考

費用便益比
（ｉ＝０．０２）

Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 3.70

費用便益比
（ｉ＝０．０１）

Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 4.09



長崎南部森林計画区

（長崎森林管理署管内）

森林整備 路網整備

下 刈

下 刈（完 了）

排水施設の設置（横断溝）

開設完了

令和７年度 林野公共事業評価
（森林環境保全整備事業）

「令和８年度 新規採択事業に係る事前評価実施計画区」位置図




